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1 はじめに
近年、携帯電話などの無線通信可能な携帯端末が普及
し、セルラー移動通信において静止環境下での移動通信が
急増している。端末が静止し、その周辺環境が変化する場
合の伝搬モデルとして、これまでの室内環境下で使用する
無線 LANを対象としたチャネルモデルがある [1]。室外の
伝搬損失特性に関しては多くの検討がなされ [2]、伝搬モ
デルや推定法が基準化されている。本報告では、人体を損
失誘電体円柱でモデル化し、人体が 1から 3人存在する場
合の伝搬損失について FDTD法 [3][4]を用いて偏波の影
響を検討している。
2 数値計算及び考察
本報告では、地面からある高さで建物内を輪切りにし
た面についての２次元屋内モデル図での考察を行う。そ
のうち 1 つを解析モデル 1 とする。各パラメーターは、
セル数 2000 × 1000、周波数 f = 3.35[GHz]、波長 λ =

8.955×10−2[m]、セルサイズは∆x= ∆y= 2×10−3[m]と
する。人体と仮定した円柱のパラメータとして、比誘電率
εr = 50、導電率 σ = 2[S/m]とし [5]、直径 0.35[m]とし
ている。入射波には垂直偏波、水平偏波ともに線波源で連
続波を用い、入射点は図１の解析領域での (500, 1000)の
位置とする。本論文では垂直偏波と水平偏波の 2つの偏波
による受信電力の違いについて比較検討した。なお、受信
面については入射点より最も遠い人体モデルの後方 1[m]

の位置とする。図 1は、解析モデル 1における全電界等高
線分布を示している。図 2は、解析モデル 1の場合の異な
る偏波に対する受信面での受信電力を示したものである。
解析モデル 1において、異なる偏波の間では 9.88[dB]ほ
ど垂直偏波のほうが受信電力が高いことが確認できる。こ
れは、垂直偏波の方が回折しやすい事から妥当であると考
えられる。
3 まとめ
本研究では、異なる偏波に対する 2次元複数人体モデル
による散乱電力の比較検討を FDTD法を用いて数値解析
した。偏波によらず入射点から受信面を見た時の見通しが
良いほど平均受信電力が大きくなることを確認した。今後
の課題としては、垂直偏波と水平偏波で受信電力の違いが
みられたため、人数や配置を変えた場合についても検討す
る予定である。
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図 1: 解析モデル 1における全電界分布

図 2: 異なる偏波に対する受信電力
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